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２
０
２
２
年
４
月
１
日
効
力

開
始
の
個
人
賠
償
責
任
共
済
の

継
続
と
新
規
募
集
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
個
人
賠
償
責
任
共
済

は
、
通
勤
、
通
学
の
自
転
車
の

賠
償
事
故
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、「
水
漏
れ
に
よ
り
階
下
に

損
害
を
与
え
た
」
な
ど
、
日
常

の
く
ら
し
で
突
然
起
こ
っ
て
し

ま
う
賠
償
事
故
に
も
対
応
。
ま

た
「
友
人
か
ら
借
り
た
カ
メ
ラ

を
誤
っ
て
破
損
し
た
」
な
ど

「
受
託
品
」（「
受
託
品
」
の
う

ち
、
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
・

１
０
０
万
円
を
超
え
る
物
品
、

な
ど
な
ど
対
象
外
の
も
の
あ
り

ま
す
）
も
対
応
で
す
。

　

個
人
賠
償
責
任
共
済
の
掛
金

は
年
間
１
７
０
０
円
。
最
高
賠

償
額
は
２
億
円
で
、
示
談
代
行

付
で
す
。
組
合
員
本
人
の
加
入

で
、
同
居
の
親
族
と
別
居
の
未

婚
の
子
ま
で
補
償
さ
れ
ま
す
。

　

年
１
回
の
募
集
時
期
を
逃
さ

ず
、
個
人
賠
償
責
任
共
済
の
加

入
で
、
日
常
生
活
の
賠
償
事
故

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

個人賠償責任共済
年間掛金1,700円で

賠償額２億円
示談代行付
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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
で
頭
を
活
性
化
し

て
く
だ
さ
い
。
さ
て
２
０
２
２

年
寅
年
に
ち
な
み
、
あ
ち
こ
ち

に
虎
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
は
意
味
に
関
係

な
く
ト
ラ
と
読
み
替
え
て
く
だ

さ
い
。
ク
ロ
ス
を
解
い
た
後
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
順

（
Ａ
〜
Ｎ
）
に
並
べ
て
で
き
た

言
葉
が
答
え
で
す
。

ヒ
ン
ト
：
ト
ラ
の
こ
と
わ
ざ
、

大
き
な
成
功
に
は
危
険
が
伴
う

 

出
題
者
：
山
本
汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

タ
テ
の
カ
ギ

❶ 

陸
上
競
技
の
フ
ィ
ー
ル
ド
競

技
と
〇
〇
〇
〇
〇
競
技

❷
〇
〇
を
大
に
し
て
叫
ぶ

❸ 

島
崎
藤
村
の
詩
、
ま
だ
上
げ

初
め
し
〇
〇
〇
〇
の

❹ 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
前
大
統

領
❻ 

リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ

の
略

❼
干
支
の
七
番
目

❽ 

投
手
の
制
球
力
が
悪
く
全
然

〇
〇
〇
〇
〇
が
入
ら
な
い

13 

旧
国
名
で
和
歌
山
県
の
大
部

分
と
三
重
県
南
部

14 

船
を
停
泊
す
る
時
に
お
ろ
す

も
の

16 

ア
ダ
ム
と
イ
ブ
が
追
放
さ
れ

た
〇
〇
〇
の
園

17 

ゴ
ミ
屋
敷
の
た
め
近
隣
住
民

と
〇
〇
〇
〇
が
発
生
し
た

18 

答
↑
↓
。
次
の
〇
〇
に
答
え

よ
20 

無
数
に
あ
る
こ
と
、
〇
〇
〇

万
象

22 
競
争
入
札
に
よ
ら
な
い
〇
〇

〇
契
約

24 

人
事
院
勧
告
、
略
し
て
〇
〇

〇
〇

26 

ス
ト
と
も
略
さ
れ
る
。
ゼ
ネ

ラ
ル
〇
〇
〇
〇
〇

27 

〇
〇
の
一
声

28 

空
に
か
か
る
七
色
の
〇
〇

30 

「
中
心
の
」
と
い
う
意
味
。

〇
〇
〇
〇
〇
リ
ー
グ
、
〇
〇

〇
〇
〇
パ
ー
ク

32 

見
こ
み
。
〇
〇
が
は
ず
れ
る

34 

向
か
い
あ
う
こ
と
。
面
会
す

る
こ
と

37 

サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
略

39 

色
気
よ
り
〇
〇
〇

40
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
略

41 

相
撲
の
準
備
運
動
の
ひ
と

つ
。
〇
〇
を
踏
む

42 

き
ね
と
〇
〇
で
餅
を
つ
く

43 

ち
ょ
う
ど
よ
い
お
り
。
そ
れ

を
〇
〇
に
席
を
立
つ

45 

プ
ロ
パ
ン
〇
〇
、
都
市
〇
〇

ヨ
コ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶ 

結
膜
炎
。
ト
ラ
ホ
ー
ム
の
こ

と
❺ 

オ
オ
イ
ヌ
座
の
首
星
で
白
い

１
等
星

❾
転
ば
ぬ
先
の
〇
〇

10
フ
ラ
ン
ス
語
で
異
邦
人

11 

２
０
０
４
年
末
に
こ
の
島
の

北
端
沖
で
大
地
震
が
発
生
し

た
12 

図
工
と
は
〇
〇
工
作
の
略

13 

奈
良
県
明
日
香
村
で
発
見
さ

れ
た
〇
〇
〇
古
墳

15 

県
庁
所
在
地
が
津
市
で
あ
る

県
17 

ラ
グ
ビ
ー
で
は
コ
レ
で
５
点

獲
得

18 

早
起
き
は
三
文
の
〇
〇

19 

「
枕
草
子
」
に
代
表
さ
れ
る

美
的
感
覚
。「
あ
は
れ
」
と

「
〇
〇
〇
」

21 

し
り
の
部
分
。
〇
〇
〇
を
強

打
し
た

22 

骨
の
〇
〇
ま
で
冷
え
込
む

23 

と
な
り
近
所
に
住
む
人
。
汝

の
〇
〇
〇
〇
を
愛
せ
よ

25 

留
守
番
の
こ
と

29
開
店
祝
い
に
贈
る
胡
蝶
〇
〇

31 

こ
こ
ろ
み
、
試
行
。
タ
イ
ム

・
〇
〇
〇
〇
〇

33 

自
分
と
他
人
。
〇
〇
共
に
認

め
る

35 

よ
く
燃
え
る
性
質
。
〇
〇
〇

〇
〇
廃
棄
物

36 

死
後
に
遺
し
た
財
産
。
〇
〇

〇
相
続

38 

日
本
の
秋
を
飾
る
花

41 
四
角
〇
〇
〇
。
〇
〇
〇
楚
歌

42 
漆
器
は
木
や
紙
な
ど
に
〇
〇

〇
を
重
ね
て
作
る
工
芸
品

44 

推
理
小
説
で
〇
〇
〇
な
結
末

に
驚
く

46 

ダ
ブ
ル
ベ
ー
ス
と
も
い
う
大

型
の
弦
楽
器

47 

管
弦
楽
、
管
弦
楽
団

■
欠
員
が
い
て
当
た
り
前
で
、
欠
員
が
な
け

れ
ば
人
が
潤
っ
て
る
。
そ
ん
な
感
覚
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
　

木
田　

陽
子
さ
ん
（
豊
中
市
職
労
）

■
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
勧
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
抗
体
検
査
の
結
果
受
け
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
２
回
目
接
種
後
の
よ

う
な
強
い
倦
怠
感
は
で
き
れ
ば
避
け
た
い
で

す
。
ま
た
、
人
員
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　
　

久
保　

侑
平
さ
ん
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
で
経
済
格
差
が
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
食

品
・
ガ
ソ
リ
ン
い
ろ
い
ろ
実
質
値
上
げ
で

「
ま
た
か
〜
」
と
い
う
感
じ
。
政
治
家
の
み

な
さ
ん
に
は
、
格
差
是
正
政
策
を
切
に
望
み

ま
す
。

　
　

北
田　

俊
子
さ
ん
（
大
阪
府
職
労
）

■
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
や
第
６
波
が
懸
念
さ
れ
る

昨
今
で
す
が
、
万
全
の
体
制
で
臨
み
ま
す
。

い
の
ち
も
く
ら
し
も
守
る
た
め
。

　
　

山
田　

愛
さ
ん
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
コ
ロ
ナ
で
弱
者
は
さ
ら
に
弱
者
に
な
っ
て

い
ま
す
。
万
博
よ
り
も
直
接
的
な
生
活
支
援

が
必
要
で
す
。

　
　

香
西　

資
子
さ
ん
（
大
阪
府
職
労
）

■
働
く
こ
と
が
大
事
に
さ
れ
な
い
世
の
中
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
８
時
間
い
き
い
き
働

け
ば
ま
と
も
に
く
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
む

け
て
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

森　

秀
一
さ
ん
（
大
東
市
職
労
）

10
月
号
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
２
１
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
ア
キ
ノ

ナ
ナ
ク
サ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら

ハ
ガ
キ
７
通
、
メ
ー
ル
49
通
合
計
56

人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ

ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
宮
武
ゆ
め
の
（
大
阪
府
職
労
）

▼
山
本　

明
彦
（
堺
市
職
労
）

▼
久
保　

侑
平
（
岸
和
田
市
職
労
）

▼
垣
生　

理
貴
（
門
真
市
職
労
）

▼
木
田　

陽
子
（
豊
中
市
職
労
）

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一

言
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

nakam
a@
osaka-jichiroren.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
28
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
２

２
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

10月号の解答
「アキノナナクサ」
サイキ

　
アマクチ

インタイ
　
トウダ

ナシ
　
ツナ
　
セイ

ン
　
シキンセキ

　
　
シユウキン

　
カ

ツノ
　
チユ
　
タイ

イブツ
　
ウミナリ

カエリミ
　
エンキ

　

大
阪
の
自
治
体
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
ま
る
わ
か
り
に
し
よ
う
と
始

ま
っ
た
研
究
会
。
12
月
22
日
に
第
１
回
全

体
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

共
同
代
表
の
中
山
徹
さ
ん
（
大
阪
自
治

体
問
題
研
究
所
）
は
、「
大
阪
で
や
っ
て

き
た
改
革
を
全
国
で
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」

と
維
新
の
会
が
主
張
す
る
中
で
、
ど
れ
ほ

ど
住
民
福
祉
を
切
り
捨
て
て
き
た
か
、
大

阪
で
や
っ
て
き
た
改
革
は
何
で
あ
る
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
全
国
に
発
信
し
た
い
と
提
起
し
ま
し
た
。

　

「
堺
で
は
、
お
出
か
け
応
援
バ
ス
の
改
悪
を
市
長
が
提
案
し
た

が
、
市
議
会
で
は
維
新
を
除
く
全
会
派
が
反
対
し
否
決
さ
れ
た
」

「
維
新
首
長
で
な
く
て
も
、
維
新
へ
の
支
持
が
広
が
る
と
、
維
新

寄
り
の
施
策
を
す
す
め
る
『
維
新
化
』
が
み
ら
れ
る
」
な
ど
を
討

論
。
今
後
、
各
自
治
体
で
の
住
民
福
祉
切
り
捨
て
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
大
阪
の
自
治
体
ま
る
わ
か
り
研
究
会
」
ス
タ
ー

ト
集
会（
11
月
20
日
）で
は
、
中
山
徹
さ
ん
が
講
演

維
新
が
大
阪
で
や
っ
て
き
た
改
革
っ
て
何
だ
ろ
う

「
大
阪
の
自
治
体

 

ま
る
わ
か
り
研
究
」
が
ス
タ
ー
ト
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